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円と接する長方形・１ 

 

 下の図のように，ＡＢ＝９㎝の長方形ＡＢＣＤと，半径１８㎝のおうぎ形ＯＰＱが，辺ＣＤを２等分する

点Ｍにおいて接しています。おうぎ形の弧の上の点Ｓにおいて弧と接する直線を引き，ＯＭの延長線と交わ

る点をＴとすると，ＳＴ＝２４㎝，ＯＴ＝３０㎝になりました。点ＳからＢＭに垂直な線ＳＨを引いてでき

る直角三角形ＢＨＳの３辺の長さを，短い順に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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円と接する長方形・１ ４.６２㎝，１５.８４㎝，１６.５㎝ 

 

 三角形ＯＳＴは３辺の長さの比が１８：２４：３０＝３：４：５の直角三角形です。図①のように辺ＡＢ

を２等分する点をＮとすると，斜線をつけた直角三角形ＢＴＮはＯＳＴと相似なので，３辺の長さが 

９÷２＝４.５（㎝），６㎝，７.５㎝となります。また，影をつけた直角三角形ＢＭＮは，ＢＮ＝４.５㎝， 

ＮＭ＝３０－（６＋１８）＝６（㎝）なので，三角形ＢＴＮと合同であり，ＢＭ＝７.５㎝です。 

 次に，図②のように直角三角形ＢＭＵとＯＭＶを作ります。直角三角形ＯＭＶは３：４：５の直角三角形

なので，ＭＶ＝１８×
４

５
＝１４.４（㎝），ＯＶ＝１８×

３

５
＝１０.８（㎝）です。よって， 

ＢＵ＝２４－（７.５＋１４.４）＝２.１（㎝），ＭＵ＝ＶＳ＝１８－１０.８＝７.２（㎝）です。 

 

   図①                  図② 

 

 

 

 

 

 

 

 図③において，直角三角形ＢＭＵとＢＳＨは相似あり，ＢＵ：ＭＵ：ＢＭ＝２.１：７.２：７.５ 

＝７：２４：２５です。ＢＳの長さは２.１＋１４.４＝１６.５（㎝）なので， 

ＢＨの長さは，１６.５×
７

２５
＝４.６２（㎝），ＳＨの長さは，１６.５×

２４

２５
＝１５.８４（㎝）です。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 
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